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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール（両ユニット） 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 理念の３本柱は、１．能力に応じた

自立支援２．尊厳と権利の保持３．

地域の中で暮らしを継続である。朝

の申し送りの時にスタッフ皆で読み

上げ、意識して過ごせ利用者と関わ

っていけるようにしている。又、目の

届くところに掲げ、意識、実践できる

ようにしている。 

    

・理念を毎朝職員で読み上げることで意

識が保たれてると感じた。仕事に対する

責任感が感じられ利用者側からは安心

と信頼がもてる。 

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居されたら、GHの中だけの生活

に留まることがないように、地域の

「シルバーサロン」や「地区センタ

ー祭り」「ＲＵＮ伴」などの地域行

事など社会活動に参加すること

で繋がりをもつよう心掛けてい

る。 

    

・施設の中だけでは、よけいに認知機能

が低下すると感じ外出したいと思うが、

行事に参加させてもらえると刺激になり

言葉もでてくると思う。 

・いつも出席して頂いてありがとうござい

ます。 

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

Ｒ５年度より、運営推進会議を活用し

た外部評価を行うようになった。活動

報告とともに、 自治会長、民生委

員、ご家族などに意見を求め、話し

合いサービス向上に活かしている。 

    

・評価の記入は大変だが生かして入居

者や職場にとって少しでもより良くしてい

くため協力したい。 

・話し合いの場を作って頂き、いろいろな

お話をお聞きして勉強になります。  

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営上分からない事や、制度改正

の内容の指導などが疑問を持った時

など、市町村担当者に、その都度、

電話や直接窓口まで出向いて行き、

指導助言を頂き、取り組んでいる。 

    

・制度が次々、変更されたりするの

で対応が大変だと思うが、綿密に間

違いなく運用していることがわかり安

心である。 

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 身体拘束防止委員会にて、認知症

の症状により身体拘束の３原則に照

らし合わせ他に対応する事がないの

か充分に話し合っている。施錠は防

犯上の理由から AM7：00〜PM5：30

の昼間の時間は開放している。 

   

A． 充分にできている ９ 

B． ほぼできている １ 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

評価不能 

・昼間開放されていて訪問しやすい

が最今いろいろな事件があり心配で

ある。委員会で話し合われ拘束につ

いても検討されていて安心できる。 

・いつも「やすらぎ」のあるホームと

感じている。 

・委員会の努力は見えないので評価

不能。玄関の昼間解放はできている

と思う。 
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6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 虐待防止指針を作成し、虐待の芽

やグレーゾーンの不適切なケアにつ

いてスタッフ全員が研修受け、虐待

に繋がることを見つけた時は、必ず

声を出して、充分に話し合うよう努め

ている。虐待防止委員会を毎月 1回

開催し、不適切ケアに当たることも含

めて話し合いを行っている。その後

についても話し合いをしている。 

  

A．充分にできている ５ 

B．ほぼできている ５ 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

評価不能 

・本人に対してもいつも意思を確認して

から行動をしていただき自分自身がか

えって反省させられる。なかなか他の人

のケアに口出しするのは難しいがお互

い意識をもっているのは良い職場環境

だと思う。 

・内部評価は見えないので評価不能。

報告書でもあれば、評価できるのだが

見たことない。 

母は「大事にしてもらっている」と言って

いるので、虐待はないと推察できる。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ZOOMなどで研修を受けた職員が

伝達講習を行っている。講習会に参

加できなかった職員に関しては、報

告書にて確認してもらい周知徹底し

ている。 

    
研修したことを職員同志で共有化する

のは良い。 

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 契約時は充分時間をかけ、質問を

聞きながらすすめている。又、加算

の変更やおむつ料金の変更、預り金

などの価格に関する事柄は、その都

度、書面にて説明し同意を得るよう

にしている。 

    
書面や家族会でも説明を受けているの

で納得できている。 

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会議の参加は、ご家族、

自治会役員、地域包括の方々にも

意見、助言をいただくようにし、当日

参加できなかった方には、その都

度、意見を頂くようにしている。 

  

A．充分にできている ４ 

B．ほぼできている ７ 

C．あまりできていない １ 

D．ほとんどできていない 

・会議への参加者が以前よりも少ないの

が残念。お世話になっているので協力し

たいと私は思っています。また職員の

方々が熱心なのでより良くなってほしい

です。 

・会議の決定事項に関して意義がある

か否かを紙面にて問われた記憶があ

る。これが意見を表明する機会であると

は認識していなかった。賛成か反対かを

問われているだけだと思っていた。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

人事考課制度での個人面談を年 2

回導入しており、中間期、キャリアコ

ンサルタントの資格を持つ所長と管

理者との個人面談、年度末には法人

代表者及び管理者を含め、複数の

人数で面談を行い、小規模である強

    

職員の方の意見を個人的に聞くことは

大切だと思う。気づかなかったことを知

る機会にもなる。 
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みを活かしきめ細やかに職員の意見

を反映させるようにしている。 ミーテ

ィングにも法人代表が出席し意見交

換する機会を設けている。 

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員評価基準を設け、月単位、半

期ごとに集計、評価することで、賞

与、昇給に反映できるようにしてい

る。又、個々の家族状況や急な体調

変化に対しても変更、有給消化でき

るように努めている。 

   

A．充分にできている １ 

B．ほぼできている ９ 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

評価不能 

・大変な仕事なので給与を十分にしてほ

しいが、、、。評価基準を設けることで意

欲にもつながると思う。 

・評価制度の実態は見えない部分なの

で評価不能。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新人職員入社時、ステップアップシ

ートを使い、メンバー職員ともにどこ

まで進んでいるか指導を受けてい

る。認知症実践者研修の対象職員

は、会社が受講料を負担すること

や、受講日数応じて出勤日にして対

応している。また、毎月オンライン研

修の機会を全員が受けるように、出

勤時間内に受講できる時間を設けて

いる。出勤でない職員は、e ラーニン

グ等自宅で受講しできるように環境

を整え、無資格者の受講義務付け基

礎研修は全員終了しており、受講料

の負担や時間外手当を支給してい

る。定期的にケアの振り返り期間、チ

ェックシートを作成し実施している。

お互いのケアを見ることにより技術

向上を図っている。 

  

A． 充分にできている ９ 

B． ほぼできている １ 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

評価不能 

・個人負担なしで受講し研修の機会があ

り、自宅でも研修できるよう配慮してあ

り、職員の方にとっても研修しやすいと

思う。ケアの振り返りやチェックシートの

活用など利用者側としては安心して生

活することができる。 

・個人の研修実態は見えない部分なの

で評価不能。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の事業所の代表者や管理者等

がメンバーとなり、人材育成のコミュ

ニティーを主宰し、毎月開催してい

る。また、大垣事業者連絡会の施設

部会長としての研修会の準備運営

や、多職種連携会議のメンバーとし

て、法人内外、地域課題の解決に取

り組んで、サービスの向上に貢献し

ている。 

    

所長さんはいろいろな機関と連携をとり

ながら施設運営だけでなく地域の課題

にも取り組んでいることを知り、広い視

野で施設運営をされていることを知りま

した。 
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14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員は入所者の方を、意思疎通の

可能な方とは直接本人に尋ね、要望

をお互いに共有し充実した生活がで

きるように進めている。また入居者の

方同士の支え合いや意見の食い違

いの場面を、静止するのではなく、見

守ることや、仲介に入る関わりを大

切にしている。 

    
本人の立場に立って接していただき感

謝しています。 

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

写真やお手紙から、馴染みの方との

関係を本人から話を引き出すこと、

昔の馴染み、趣味などをご家族から

お聞きした情報をもとに、施設でも実

施できるよう取り組んでいる。コロナ

感染予防に充分に配慮し、ご家族と

の外出や面会など関わりを持つ事が

増えている。 

    

部屋に写真を貼ってもらい、家族を

忘れないようにしてもらっている。自

分も高齢になり一人で外出させるの

が億劫になり、できるだけ会いに行

きたい。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 散歩に出かけた時、入浴の時、リ

ビングで寛ぎながら会話をする時、レ

クレーションなど、一緒に活動をし、

関わりを持つ中での表情や発言様

子を、ユニットミーティングなどで情

報共有し、検討している。 

    

訪問医療になってから、しっかりとした表

情になってきて有り難いが、面会の時い

ろいろ話しかけても会話が続かないの

が残念。 

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族が来所された時や電話で、

普段の様子などお伝えし、ご家族の

思いや要望などを聞くようにし、ユニ

ットミーティング（サービス担当者会

議）にて、それを共有し、話し合い、

ケア計画を作成している。ご家族の

サービス担当者会議参加までは至っ

ていない。 

  

A．充分にできている ２ 

B．ほぼできている ５ 

C．あまりできていない ３ 

D．ほとんどできていない 

・面会や電話連絡のおりにも最近の様

子を知らせてもらい有り難い。 

・本人の日々の暮らしぶり知りたい。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 朝夕の申し送り時、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ入力

記録した内容について確認し合

い、次の実践と介護計画の見直

しに役立てている。 

  

A． 充分にできている ８ 

B． ほぼできている ２ 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

評価不能 

・タブレットを使用することで情報が共有

でき便利だと思う。 

・記録や申し送りの実態は分からないた

め評価不能。 
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19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 飲み込むことや噛むことの力が低

下してきた方の状態を多職種で必要

性を相談した上で、歯科治療や口腔

ケア指導を行ってもらっている。居宅

管理指導の際、介護スタッフは本人

の状態や生活について主治医に報

告し、指示を受けている。ご家族が

遠方のお住まいの方が、状態変化

し、受診が必要な時は、主治医から

の説明を依頼したり、補足説明し同

意を得る様にしている。 
 

   

訪問歯科になり、口腔ケアや虫歯、入れ

歯の治療がきめ細かく行われていて栄

養状態も良く安心している。毎月の請求

書に歯の状態等手書きで報告があり助

かっている。 
 

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

万石で「ｼﾙﾊﾞｰｻﾛﾝ」に定期的に参加

のお声がけをいただき、住民の方と

交流している。また、ホーム内での職

員のみで支援するだけではなく、ﾏｯﾁ

ｨﾝｸﾞ事業（認知症マフ作成）等開催し

た。（毎週火曜日） 

    

「マッチング事業」がよく分かりません。

地域のシルバーサロンに参加している

時の様子が知りたい。 

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人と家族の希望に沿ってこれまで

罹っていた、かかりつけ医との関係

性を絶やさないようにしている。通院

が困難となった場合は、複数の往診

医から選択していただくことの説明

の他、集団感染の発生を考慮し、協

力医療機関の充実を図り、その説明

と同意を得る様にしている。 

    

訪問医療になり表情に活気がでて

嬉しく思っています。（皮膚科との連

携が上手くいかなかったようで少し

残念） 

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院された時、速やかに病棟の看

護ステーションへ、これまでの生活の

様子や日常生活動作や薬事情報と

合わせて、サマリーを提供している。

また退院時には病院からホームへ

の生活はスムーズに行くよう、キー

パーソンを設け、情報提供してもら

い、退院しホームでの生活に支障の

ない調整を行っている。 

   

A． 充分にできている ９ 

B． ほぼできている １ 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

評価不能 

・退院したあと心配しましたが、訪問医、

訪問看護、リハビリ等を紹介していただ

き、とても元気に生活でき感謝していま

す。 

・緊急時の病院への連絡、手配、家族

への連絡及び処置、経過についても速

やかに連絡をいただくことが出来た。連

絡をもらい、とても安心できた。 

・入院経験がないので評価不能。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時には、急変時希望書、看

取り指針の説明をした上で、ﾎｰﾑ

で体調が変化した時、どのような医

療を受けたいか、最期はどこで迎え

  

A．充分にできている ８ 

B．ほぼできている ２ 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・まだ終末期が具体的にイメージできま

せん。看取りまでお世話になりたいです

が、家族が近くには私しかいないので心

配です。 
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ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

たいかなど、ご本人、ご家族、それぞ

れの意向を確認し書面でいただいて

いる。また状態が悪化した事に、そ

の都度、どのように過ごしていきたい

かなど話し合い、情報共有し支援し

ている。 

・実例が知りたい。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ガウンテクニックの講習や嘔吐時の

対応について、定期的に医療感染委

員を中心に行っている。急変時や事

故発生時の対応についての研修を

継続して全職員がオンライン研修の

受講を継続し、訓練についても定期

的に行っている。救急車要請時に、

救急隊に速やかに情報提供できる

情報提供書を常に書き換え、職員へ

周知している。 

    

コロナ時の対応等、研修の様子見させ

てもらいました。訓練は定期的に行って

いただけるとよいと思います。 

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 法定訓練回数以上に、火災訓練

（消火、通報、避難）災害訓練（水

害、夜間、地震）など想定を変えて定

期的に訓練を行い、全職員がスキル

を身に着け、訓練時の問題点や改善

点を洗い出しスキルアップに努めて

いる。 

  

A．充分にできている ６ 

B．ほぼできている ４ 

C．あまりできていない １ 

D．ほとんどできていない 

・避難するサンヴェールさんの居室

や設備等、見学して安心しましたが

移動するのが実際不安があります。 

・災害別の対策が知りたい。（地震、

火事、水害 etc）家族に望むことは？ 

・簡易報告は読んでいるから、訓練

頻度が多いことは知っている。大き

な災害の時、サンヴェールのどの建

物に避難するのか？ 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

虐待防止研修、プライバシー保護

研修の知識を生かし、スタッフで学ん

だことの共有や言葉使い、態度、姿

勢をお互いに言い合えるような環境

づくりを「虐待防止委員会」で中心に

話し合いをしている。研修で学習した

内容をよく理解し考えながら発言、行

動をするよう努めている。スタッフ全

員オンラインでの虐待防止研修、プ

ライバシー保護研修を受講してい

る。 

  

A． 充分にできている ５ 

B． ほぼできている ５ 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

評価不能 

・いつも明るく丁寧に本人にも話してくだ

さり有り難いです。本人も穏やかに過ご

せているようです。家族も安心していま

す。 

・親しみを感じさせる丁寧な言葉がけを

していただいています。 

・スタッフの言動は見えないので評価不

能。 
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27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今、出来ることを取り上げず利用者

のペースでやって頂き、スタッフはサ

ポート役で見守っている。 マイペー

スに個人の時間を楽しんで、散歩は

天気の良い日や曇ったりした日に出

かけ過ごしている。  

    

今回、本人の得意な編み物をさせて

もらっていると聞き嬉しく思いました。

見学させてもらいたいです。 

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

おやつ作りを企画し手作りおやつを

みんなで作ることを管理栄養士の指

導の下、企画したり、嚥下機能の低

下した本人の飲み込みが上手く呑み

込めているのか確認し、最後まで口

から食べることの楽しみや、五感を

通じて食欲が湧くようなるな促しや支

援をしている。 

  

A．充分にできている ５ 

B．ほぼできている ５ 

C．あまりできていない １ 

D．ほとんどできていない 

・おやつ作りなど楽しい行事を取り入れ

てもらい有り難い。 

・飲み込みに関して、ペースト食の提供

以外にどんな工夫をして頂いているの

か不明。説明不足。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食ごとの摂取量は、食事、水分

共に記録をしている。体重測定を月

１回行い、またアルブミンの値も血液

検査結果を見て、毎月１回管理栄養

士の方の指導を受けている。お茶や

牛乳の苦手な方には、ジュースなど

好きな飲み物を提供して、一人ひとり

の状況を鑑みて食事形態を変更し十

分に栄養摂取できるよう工夫してい

る。 

   

栄養ミルク等で十分な栄養が取れてい

るか管理してもらい顔色もよく肌つやも

よく、ふっくらし喜んでいる。 

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

含嗽がうまくできない方や、口の開

きが十分にできない方、入れ歯の不

具合、舌の汚れなど、一人一人の状

態に合わせた、ケア用品や、衛生に

保てるケアの方法について、口腔衛

生士にアドバイスを頂きながら、チェ

ックポイントに気を付けている。食後

は声かけをして、しっかり歯磨きがで

きているかを確認しながら、介助、見

守りをしている。 

  

A．充分にできている １２ 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・週 2回ぐらい歯科衛生士に診てもらい

状態を用紙に書いてもらいよくわかる。 

・電動歯ブラシに対する見解は？ 

・口腔内の良い状態が保たれているの

は、しっかり見守りをしていただけている

おかげだと思います。  

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事・水分摂取量に合わせて、排尿

排便の状態観察を行い、共通認識で

きるよう個別記録している。例えば、

記号や、スケールを用いた情報共有

  

A． 充分にできている ３ 

B． ほぼできている ７ 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

・トイレに行きたがるが、よく声をかけて

もらっている。以前目を離した時に転ん

だようだが、用を足したらひとを呼べるよ
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にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

を行っている。いつどのタイミングで

パット交換やトイレ誘導をしたらよい

かを、価格も含めて、オムツ委員会、

リーダーを中心、ミーティングで話合

っている。 

評価不能 うベルが自分で鳴らせると良いが難しい

かもしれない。 

・排尿、排便のケアで大変ご面倒をおか

けしていると思うのですが、母にとって

良いやり方をいつも提案していただき本

当にありがたいです。 

・見えない部分なので評価不能。  

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴は概ね週２〜３回入浴する機

会を設けている。 ご本人にどんな

服やズボンにするかをスタッフと一緒

になって選択していただくことで、入

浴する前の関わりを持つよう工夫し

ている。職員の勤務体制や緊急時の

対応を速やかに行うための理由か

ら、夜間の入浴は行なっていない。 

    
介護用入浴設備があり、安全に入浴で

きているので有り難い。 

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人の状況を見て、眠れない時

はリビングで一緒にお茶をすること

や、会話する時間にしている。眠くな

ったタイミングで居室へ移動してい

る。また、眠れなくて、何度もトイレや

リビングを行き来する方には、一緒

に寄り添い安心してもらうような対応

をしている。 

    

トイレに行きたがるのでセンサーを

付けてもらったり低床ベッドやマット

の利用等いろいろ工夫してもらい助

かっています。 

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

薬剤師が薬の変更について説明し

スタッフ間で情報共有している。ＱＲ

コードで薬情報を読み取り、タブレッ

トで確認できるようになっている。ス

タッフ間で毎日の服薬についてダブ

ルチェックをしている。また、服薬直

前には袋に記名してある名前、日付

を必ず読み上げ確認し服薬して頂い

ている。 

  

A．充分にできている ８ 

B．ほぼできている ２ 

C．あまりできていない  

D．ほとんどできていない 

評価不能 

・ヒヤリハットで薬の飲み忘れ、落ちてい

たり等あったのでチェックを確実にして

ほしい。 

・服薬支援は見えない部分なので評価

不能。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 マッチング事業を開始してから、編

み物を進んで行っている方や、計算

ドリルをする方、毎朝散歩が好きな

方などそれぞれの生活歴や得意なこ

とを活かすことや、歌や体などの会

    

編み物に集中して取り組んでいると聞い

てうれしく思いました。一人一人の個性

を生かした楽しみを工夫してもらい有難

い。 
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話もその方の楽しみ事に合わせて支

援している。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 天気の良い日はてんじゅ周辺を散

歩にお誘いし、施設での生活の不満

や愚痴などをお聞かせ頂きストレス

軽減できるようにしている。近所ケー

キ屋や百均などに買い物に出かける

こと他、年２回、バスを利用して花見

学など遠出をしている。 

    

買い物に出かけていることはあまり聞い

ていない。どんな物を好んで買ったか知

らせてほしい。バス旅行は先日、現地で

家族が参加できてよかった。家族は現

地集合でよいので実施してほしい。 

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 外出した時には、ご家族から預か

ったお小遣いをお渡しして、欲しいも

のを選んで購入できるようにしてい

る。少額でも安心感につながる方に

は、紛失の了解を得て所持してもら

っていたが、今はない。 

    買い物ができるなら実施してほしい。 

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 遠方で暮らしているご家族と連絡を

取る時には、リモートにて顔を合わ

せ本人の表情がご家族に伝わりや

すいように工夫している。また、手紙

等も一緒に付き添いご家族にお渡し

できるようにしている。また手紙や宅

配物が届いた時は、お渡しした後、

お礼などの電話を取り次いでいる。 

    
コロナ禍の時、リモートで家族と話せた

のはよかった。 

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

匂いや室温度が良い状態を保つよう

に、天窓を日中には開けることや、

時間ごとの換気に心掛けている。ま

た、各居室に湿温度計を置き、確認

しながら適温を保っている。元ご家族

の方が届けてくださるパッチワーク壁

掛けやタペストリーを、四季ごとに共

有スペースに掲げ、心地よく温かみ

のある空間にしている。 

  

A．充分にできている ８ 

B．ほぼできている ２ 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

評価不能 
 

・玄関を網戸にして換気に配慮してある

が、不審者が入ってこないか心配であ

る。 

・コロナ禍のため、施設内部に入ったこ

とがないため評価不能。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         
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40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の暮ら

し方の意向に沿った暮らしができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人が好きなことや得意なことを中

心に、どんなことをして過ごしたいか

会話しながら決めている。言葉でつ

たえることができない方には、2つほ

ど用意して見て選んでいただくなどし

て意志や意向を確認している。また、

行事の時のおやつの内容や、お誕

生日の時にはどんなことをして過ご

したいかなどを、一緒に話合うように

している 

    本人の気持ちを尊重してもらい有難い。 

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮ら

しの習慣、特徴など様々な情報をもとに、

ケア・支援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日面会に来ていたご家族ご自身

が入居することになり、入居後も定

期的にその施設のスタッフの介助の

下、お菓子を持参して面会する機会

を絶やさないようにしている。 

    そのようなことがないので分からない。 

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

医師の他、看護師やリハビリ職、歯

科衛生士など多職種と日々の状態を

共有しながら、体調変化があった時

は、いち早く医療の必要性があるか

否かを主治医に報告し指示をもるよ

うにしている。健康診断や定期的な

血液検査により栄養状態の把握に

努めて管理栄養士などから指導を受

けている。感染症予防に努め、コロ

ナ発生した場合は速やかに基準に

沿って対応している。 

  

A．充分にできている ９ 

B．ほぼできている １ 

C．あまりできていない １ 

D．ほとんどできていない 

・医師、歯科衛生士、リハビリの先生

等、多方面から本人の治療にあたっても

らい健康に過ごせている。また、スタッフ

から電話で治療のことなど連絡してもら

い有難い。 

・体調変化や皮膚の赤みなど細かいとこ

ろまで気にかけていただけているので、

家族として安心しています。 

・診察、歯のケアも定期的に診ていただ

けるので、本人も食べる楽しみが続くと

思い感謝している。 

・施設内クラスターが 3回も発生した。

感染予防は評価しない。面会、外出規

制をしても、スタッフ由来の感染が予防

できていないのなら意味がない。 

43 生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

散歩が習慣であった方は、ご近所に

散歩に出かけることを一緒に行い、

朝刊を配達して頂き、読むことを日

課にしている。また認知症状から、ト

イレの行き来を日課にしている方に

は、静止することなく見守っている。 

    
トイレの回数が多いので困るが上手く声

かけして下さっている。 
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44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族との写真、手紙やこれまでに

書かれた俳画や作品などを居室に

掲げることや読み慣れた書物を手元

に置くこと、自分で縫われた衣服など

着てもらっている。 

  

A．充分にできている １０ 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

評価不能 

・見ているかわからないが写真を貼って

もらって家族のことを忘れないようにして

もらっている。 

・居室内に入ったことがないため評価不

能。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

フードコートやコンビニでの少人数

飲食や個室での家族との外食、

法要、墓参り等を少しづつ再開し

ている。 

    

以前、車椅子を貸してもらい外出できて

よかった。私自身の体力もなくなってき

たので、贅沢だがもう少し軽い車椅子が

あると助かる。 

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員は、月に 1度行われるケース

カンファレンスにて、本人の現在の状

況をスタッフ間で情報共有しあう事

で、更に本人のニーズに沿ったケア

を深めている。ケアに繋げることを話

し合い、実践している。 

    

・本人のケースカンファレンスで多数の

意見が反映されるのでよいと思う。 

・タオル畳みなど母ができることを上手

に誘導していただけるのが、母の喜びに

なっていると思います。 

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

管理栄養士に協力してもらい、おや

つレクを 2 カ月に 1回行っている。ホ

ットプレートや包丁を使い、皆で一緒

に作業すると「昔はよう作ったわ」な

ど会話も弾んでいる。お誕生日の時

にはどんなことをして過ごしたいか、

何が食べたいのかなど聞いて、一緒

に話合うようにしている 

   

 

A．充分にできている ７ 

B．ほぼできている ４ 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

誕生会をしてもらい大勢で楽しめる機会

があってうれしい。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の保育園児との認知症サポー

ター養成講座を再開し、マッチィンク゛

事業や、これまで来訪してもらってい

た活動を継続できる計画をしている。 

    

以前、ひ孫と面会した時、普段以上によ

く話しかけていたので小さい子供は好き

なようだ。園児と触れ合える機会がある

とよい。 

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は、ご本人へ親しみや安心を

与えるようなコミュケーションやケア

行うよう日々、心がけており、不安や

不満につながる状態になった時に

は、ご家族や関係機関の多職種と話

し合い、それぞれのご本人にとって

より良い暮らしはどういうことなのか

を一緒に考え、それに向けて実践し

ている。 

  

A．充分にできている ７ 

B．ほぼできている ３ 

C．あまりできていない １ 

D．ほとんどできていない 

・本人の様子を把握しセンサーの利用、

マットの使用など工夫してもらった。 

・母がスタッフの方と笑顔で話す様子か

ら、ここが母の居場所になっているんだ

なと感じ、大変うれしいです。 

・母が利用者との交流ができているのか

が不明。情報提供不足。面会の度に母

は「寂しい」と言います。 
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＜回収その他のコメント＞ 

・先回もお話ししましたが外部の者が細かい内容までわかりません。家族の方なら別ですけど。自己評価がＡ外部評価もＡにしてあります。貴スタッ

フを信用して、ましてや記述のところまでは記入できませんでした。 

・暑い日が続いております。感染症も多く流行して健康管理が大変だと思います。スタッフ、入居者の方々、体調にお気をつけてお過ごしください。 

＜運営推進会議での最終確認＞ 

・上記集計内容を会議で公開承諾を得る。 

・評価項目が多い。整理して記入できるとよい。 

・評価不能との回答があるが、来所時や電話で細かく報告してらっているが、残念である。 

・てんじゅだより、ホームページでの写真での様子を伝え、最近の活動としてＮＰＯ法人ひだまり創とのコラボで、マッチィング事業を毎週 1回行っ

ている。これまでか変わりのある三城幼保園児にお手伝いを促すアクリルたわしを作成し秋にプレゼントする予定である。 


